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ソーシャル・キャピタルの醸成に向けて 
の統括保健師への期待 



平成29年度 厚生労働省 先駆的保健活動交流推進事業 

ポピュレーションアプローチにおけるプロセスとアセスメントの実際 

～効果的なポピュレーションアプローチに向けて～ 

報告書  平成30年3月  公益社団法人 日本看護協会 

北海道美唄市 受動喫煙防止条例制定の取組み 

東京都足立区  糖尿病対策アクションプラン 

福井県美浜町 減塩と減量をめざすげんげん運動 

福井県高浜町 たかはま健康チャレンジプラン 

岐阜県多治見市 たじみ健康ハッピープランに基づく地域ですすめる喫煙対策 

静岡県袋井市 市民が「ともに進める」健康寿命の延伸 

愛知県豊田市 きらきらウェルネス地域推進事業 

愛知県武豊町 幸せの黄色いリボン事業 

高知県中芸広域連合 母子、障がい、高齢者等の個に合わせたオーダーメイド的まちづくり 

熊本県熊本市 ネットワークで守る市民の腎臓（そらまめ） 



【げんげん運動の推進体制の整備】 

健康づくり推進協議会と6つの実行組織を設定し、 
それぞれが啓発、実施を行う。 

・ワーキンググループ 
・健康づくり推進員 
・食生活改善推進員 
・母子保健推進員 
・げんげんモデル地区 
・健康づくり応援隊：げんげん一座 

美浜野へしこちゃん 



【活動】 

• 住民が啓発・PR活動を強化し、減塩・減量に関す

る知識の普及とその効果に関する住民の意識と
理解度を高めていく。 

• 母子保健から高齢者保健まで、各種事業を利用
したげんげん運動を推進する。 

• サポーター企業、役場、事業所と連携する。 

• 学校と協議する。 

• モデル地区を2年間指定し住民とともに活動する。 

• 町長と三役、関係課の課長が各集落で町の施策
とともに説明する。 

住民参加型 



首長自らコミットメント 



美浜町：げんげん運動啓発パンフレット より 



行政と地区組織との連携 

• 美浜町は、2013年度から「げんげん運動」を始め
たが、 2018年度からの推進集落に町内の5地区
を指定した。 

 

• 「肥満の人の割合が高い」「野菜の摂取量が少
ない」「住民によるイベント活動が盛ん」など、医
療費や健診結果などからわかった地区の特徴に
応じて、具体的な取り組み内容を決める。 

 



• 高血圧の治療を受ける人が減るなどの成果が現
れた反面、メタボリックシンドローム該当者が多
いなどの課題が残った。 
 

• 平成30年度（2018年度）からは「減塩」、「減量」に
「運動」を加える。＝「げんげん歩楽寿（プラス）」 
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高浜町健康増進計画 
（たかはま健康づくりチャレンジプラン、たかチャレ） 

• 『町に住むすべての人の健康寿命の延伸』をめざし、 
平成20年度（2008年度）に策定した。 

 

• 統計・既存データ等の整理・分析からはじまり、住民へ
のグループインタビュー、健康づくり活動団体へのヒアリ
ング、庁内関連課へのヒアリングを行い、町の現状を把
握し、課題を整理した。 

その上で「住民・行政職員等によるワークショップ」を重
ね、「策定委員会」で、基本理念や目標・取り組み内容
や計画の推進方法の検討をすすめた。 

 



• 「たかはま健康づくり10か条」を作成 

健康教室等に参加してすでに実践されている方の健診
結果などから、効果があり取り組みやすいことは実証済
みです。 
 

• 9月から11月は「健康チャレンジ期間」 
1年で最も体重が増加するとされる時期に設定し、住民

一人ひとりが主役となって、積極的に取り組めるよう、
健康づくりに関連するイベント・事業・健康に関する情報
提供等を集中的に実施します。くわえて、住民の健康へ
の関心を喚起し、生活習慣の見直しや健康づくりへの
参加を呼びかける普及啓発活動を展開し、高浜町で健
康づくりの輪をひろげていきます。 





第１条 野菜から先に食べる 

第２条 ３食に野菜を食べる 

第３条 間食を食べ過ぎない 

第４条 ストレス解消法をみ
つける 

第５条 １週間１５０分以上、 
自分にあった運動をする 

第６条 タバコを吸わない 

第７条 休肝日を増やす 

第８条 週１回以上は歯と 
歯ぐきをしっかりみる 

第９条 健康診査を１年に 
１回は受ける 

第１０条 体重をはかる 
習慣を持つ 

 



個人 
◎ワークショップのテーマに沿った意見やアイデアを出
してもらう 

関係機関 
・団体 

 

◎関係機関・団体を代表して参加し、取り組みを進める 

・所属機関・団体で「やっていること」や「できること」
「今後やりたいこと」などの情報提供やニーズなど、
所属機関・団体の立場に立った意見を出す 

・ワークショップでの検討結果等を所属機関・団体に
持ち帰り、検討を進め、その結果を次回ワークショッ
プで報告する 

◎個人として、意見やアイデアを出すことも可能とする 

テーマ「野菜を食べる」に基づいて、参加を希望した個人
や関係機関・団体の代表者、保健課から参加を依頼した
個人や関係機関・団体、健康に関する専門職などを、町
長から正式に「たかチャレ推進委員」に委嘱した。 

平成23 年度 高浜町健康増進計画に関する取り組み報告書より 



たかチャレ推進委員会の活動を通じて 
町民に健康づくりへの関心を高めてもらう 



保健課は… 

• 「野菜を食べる」をテーマに設定し、第１条や第２条
を実践する人の増加を共通の目標に掲げつつ、 
たかチャレ推進委員会で野菜に関して学習した。 
 

• 野菜の効能や第１～２条がなぜ健康づくりに良い
のかを整理したパンフレットを作成・配布し、各委
員の取り組みに活用してもらった。 
 

• 推進委員個人や所属する機関・団体の取り組みを
支援するため、企画・推進にあたって個別の相談
に応じるとともに、委員間のネットワークづくりをめ
ざしてマッチングを行った。 

平成23 年度 高浜町健康増進計画に関する取り組み報告書より 



平成25 年度 高浜町 
健康増進計画に関する 
取り組み報告書より 



「出る杭は打たれるが、 
出すぎた杭は打たれない」  

• 市町村（本庁各課）の考えをなるべく尊重する。 

• 事務職さんとのコミュニケーションに苦しんでい
る保健師さんには、ロジック整理を手伝う。  

• 市町村（本庁各課）の考えが間違っているなら、 
おりを見て誠心誠意説明する。 

• 自分の市町村だけ見ていると、かえって特徴に
気づけない。市町村間比較に関しては、県職員
に分があることも多い。 



「目線を高く、視野を広く、時間軸を長く」 
遠藤功 『日本人にMBAはいらない』 角川新書 

新任期）教えられた通りに
実施できるよう専念する。 

 

中堅期）自分が教えられた
通りに教える。 

 

いつまでも次の段階に進め
ない保健師も。                

“この事業はこういうもの” 
  （アリの目） 

 

“この事業はこういうもの” 
  （アリの目） 

 

“この事業の目的は何か” 

“その目的を達成するには 
どんな事業が足りないか” 
  （鳥の目） 



高浜町の保健師さんに最終アウトカムへ 
届かせる見取り図の作り方を伝授しました 

 一気呵成には最終アウトカムまで届かない 

↑ 

 そこへ向かう途中の通過ポイントは何か？ 
           （中間アウトカム） 

            

 

中間アウトカムへ 
届かせるような 
介入策なら立て 
やすい！ 

 
中間アウトカムが 
思い浮かばないと 
介入策が立てられ 
ない！ 



見取り図＝ロジックツリーが描ける 

①最終アウトカムの裏返しが中心課題 
         ↓ 

②中心課題が克服できないのはなぜか？ 
＝直接原因（いくつかある） 
         ↓ 

③直接原因が克服できないのはなぜか？ 
＝間接原因（直接原因ごとにいくつかある） 
         ↓ 

④数回なぜか？ と繰り返すと根本原因に至る 



伝授しておけば必ず活用する高浜町保健師 

過去９年分のカルテの分析 

  （妊娠期から３歳６か月健診まで）  

子育てアンケートの実施 

各担当者の情報と視点の共有 

まちの子育て状況を把握する 

出産直後～4か月で親性が芽生えるはず。
現状は否…ロジックツリーで原因分析 



中心課題：出産直後～4か月の時期に 
親性が芽生えない 

親性が芽
生えない 

母の健康
が維持で
きない 

身体疲労が蓄積する 

母乳育児が確立できない 

睡眠がとれない 

母の不安が強い 

産後は不安定になることを知らない 

母親なら対応できるはずという誤解 

父の育児
スイッチが
入らない 

親になった実感が持てない 

子に触れる機会が少ない 

実家から母子が帰ってこない 

育児に関わる機会がない 

世話をするのが怖い 

何をしたらいいのかわからない 

なぜか？ 

なぜか？ 
なぜか？ 

直接原因 間接原因 根本原因 



課題分析のロジックツリーを基に、 
課題解決への見取り図を描く 

⑤ 中心課題が解決して最終アウトカムに届く 

④ 直接原因が克服されて中間アウトカムに届く 

③ そうなれば、間接原因が克服されて、ボックス
の中の文意も裏返しになる 

② 根本原因が克服できれば、ボックスの中の文
意が裏返しになる 

① 深層（前ページの右端）にある根本原因を克服
できるように介入策を企画する 

 

 



最終アウトカム：出産直後～4か月の時期に
親性が芽生える 

親性が芽
生える 

母の健康
が維持で
きる 

身体疲労が蓄積しない 

母乳育児が確立される 

母親が睡眠をとれる 

母の不安が強くない 

産後は不安定になると知っている 

母親でも対応できないと理解する 

父の育児
スイッチが
入る 

親になった実感が持てる 

父親が子に触れる機会が増える 

実家から母子が帰ってくる 

育児に関わる機会がある 

世話をするのが怖くない 

何をしたらいいのか分かる 

介入 

介入 

介入 

介入 

介入 

介入 

介入 

介入 

中間アウトカム アウトプット 



見取り図に沿って中間アウトカムに届かせる 

• 介入したら（Done）、何がしかアウトプットは伴う。 

• しかし、即座に中間アウトカムに届くことはまれ。 

• 反省して、工夫を加えて、計画を練り直す。 
評価（C）  改善（A）   次の計画（P’） 

• 中間アウトカムの評価をきちんと行えるように、
はじめの計画段階（P）からアドバイスした。 

高浜町の保健師さんと、流れを「見える化」する
PDCAサイクルシートを共同開発しました 



PDCAサイクルシートの実例 

③うまくいかなかった点は評価に基づいて改善する 

④
改
善
し
た
点
だ
け
計
画
に
反
映
さ
せ
る 

②
ア
ウ
ト
カ
ム
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結
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ア
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す
る 


